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は じめ に

英 国文 学講読 の授 業で 、詩 の解釈 と鑑 賞 に加 え、

学 生が 自分 た ちで そ れぞ れ英 語 の詩 を作 る とい う

活 動 を取 り入 れて いる。 近年 、 小学 校 か ら高 校 ま

で を通 じて 、英 語 の 授業 にお いて文 学 作 品 を取 り

上 げ る こと 自体 が 敬遠 され つつ あ り、 小説 、 ま し

てや 英 語 の詩 に触 れ る機 会 は、 ほ とん ど無 い。 こ

の よ うな状 況 を経 て 、大 学 で詩 の講 読 の授 業 に 臨

む と、戸 惑 いを覚 える学 生 も多 い。 しか しな が ら、

もと も と様 々 な事 象 が大 量 の文 字 を通 じて 伝 達 さ

れ る以 前 、 いわ ゆ る 口承 文学 と呼 ばれ る一 連 の韻

文作 品 の形 式 は 、他 者へ の 「語 り」 の最 も 自然 な

形 で あっ たの で あ り、音 と一定 の リズ ム を有 す る

こと によ って 、聴 く者 の記憶 の底 に潜 在 的 に残 り

続 け る とい う特色 を持 って いた 。そ の心地 よ さ を

少 しで も引 き出す た め に、授 業 で は、 著名 な 詩 に

向 き合 い 、そ の解 釈 に思 いを馳 せ て 自分 の体 験 と

重ね 合 わせ るだ けで な く、そ こか らさ らに 自分 の

言葉 として発 信 し直 す とい う取 り組 み を して い る。

強 い感 情 の表 出 は、 時 に凝縮 され た言 葉 によ って

こそ 、 よ り鮮 明 にな る。 また、 そ のた め に 自分 の

言葉 を模索 す る行 為 は 、他者 の詩作 品 を巡 る歴史

的状 況、詩 人 の生 きた時 代 と風土 が育 んだ価 値観 、

そ して英 語 そ の もの の響 きが持 つ魅 力な ど、 多 岐

にわた る異 文化 理 解 へ の礎 にな る と、 授業 を通 し

て実 感 して いる 。

そ こで 本論 では 、 自分 自身 の体験 を題 材 に して 、

実 際 に英 語 の 詩 を作 る と い う活 動 の具体 的状 況 と

効果 を示 し、英 詩 の解 釈 と鑑 賞 に 限 った場 合 との

違 い を明 らか に した い。 そ れ によ って 、英 詩 の魅

力や 意 義 に触 れ るた め に今後 何 が 出来 る のか を改

めて 考 えて み た い。詩 を他 者 の作 品 として機 械 的

に 「読 む 」 の で はな く、 そ の表 現 技 法 を模 倣 し、

自らの体 験 として 「詠 み 」直 す作 業 は 、結果 的 に

は 自分 自身 を見つめ直す ことにもつながる と考え る。

1情 景 を詠 む

(1)詩 の背 景 を知 る こと 一 自 らの詩 作 活 動 の

動機 づ け と して 一

ある ひ とつ の詩 で、 自然 の情景 ある いは詩 人 を

取 り巻 く周 囲 の景 観 の 様 子 が描 写 され て い る時 、

読 み 手が そ の ま ま詩 人 の見 て い る情 景へ の感 動 を

共有 する ことは、俄か には難 しい。 そ こで授業で は、

可能 な範 囲 にお いて、 そ の地 方 の情 景 の映像 資 料

を取 り寄 せ 、視 覚 的印 象 を擬 似体 験 で き るよ う心

が けて い る。例 え ば、 ウ ィ リア ム ・ワー ズ ワー ス

(WilliamWordsworth,1770-1850)の"LinesWritten

aboveTinternAbbey"で は 、 日本 で 身近 に廃 嘘 の

修 道 院 を見 る ことは 困難 なた め 、詩 人が 詠 んだ 修

道 院跡 の写 真 を配布 した り、最近で はイ ンターネ ッ

トを通 じて 各 自が検 索 で き る環境 が 整 いつ つ ある

ので、授業中 に確認 して も らうな どの時間 を設 ける。

"S
alisburyPlain"や"ComposedUponWestminster

Bridge"と い った詩 で あれ ば、DVDな どの資料 も

豊 富 で あ る。 ただ し映 像 資料 は 、場 合 によ って は

イ メー ジが 固定 化 され 、想 像 力 の広 が りを遮 って

しま う場 合 もあ るた め、例 えば あ る特定 の 人物 描

写 が 、 内容 的 には 人 間の普 遍 的 な性 質 に関 わ る解

釈 を読み手ある いは聴 き手 に求 める ものであ る場合、

多 用 を避 けるべ く注 意 す る必 要が ある。 た だ、 イ

ギ リス湖 水 地方 の丘や 湖 、 ジ ョ ン ・キ ー ツ(John

Keats,1795-1821)が 小夜哺 き鳥 を詠 んだハム ステ ッ



ドの庭 な ど、 自分 た ち の身近 に も似 た よ うな 風景

を イ メー ジ と して 思 い描 けそ うな 映像 を視 覚 的 に

確認 す る と、 時代 や 風土 の違 いを超 えて 、詩 そ の

もの に対す る親 しみの感覚 を持ちやす いようで ある。

(2)自 分 の 心 に残 って いる情 景 を詩 に詠 む

誰 で も多か れ少 なかれ 、 自分が これ まで育 った 、

あ る いは訪 れ た場 所 で 、特 に強 く心 に残 って い る

情 景 とい う ものが ある。 そ の1青景 をそ れぞ れ英 語

で詩 に詠 んで も らうた め に、授 業 で は まず 、 それ

が どのよ うな 時 の、 どのよ うな 場 面で あ った か を

改 めて 明確 にす るよ う学 生 に促 す 。次 に、内 容 を

日本 語 で皆 に紹介 して も ら うが 、そ れ は情 景 説 明

で あ る と 同時 に、 自分 に と って ど の よ う な 意 味

を持 つ 情景 で あ った のか を各 自が再 認 識す る手助

け とな る。 言 葉 を選 び なが ら、 そ の場 面 を客 観 的

に分 析 し説 明 す る こ とで 、記 憶 の細 部 か ら重 要 な

部分 が 引 き出 され 、 表現 す べ きキ ー ワー ドを浮か

び上 が らせ る ことが可 能 なので あ る。

次 にそ の作 業 を、(1)で 詩 人 の情景 に寄 り添 っ

た体験 と重ね 合わせ 、 「自分で あれ ば、 印象 に残 っ

た情 景 を どの よ うな英 語 で表 現 す るか 」 と い う創

意 工夫 につ な げて い く。 授業 で 扱 った英 詩 に使わ

れ る単 語や イ デ ィオ ム を参考 に しなが ら、 自分 な

りにふ さわ しい言葉 を探 してい く。 日本語 と違 って、

微妙なニ ュアンスの違 いや 適性 を探 って いく作業 は、

少 々 時 間 はか か る が 同時 に発 見 の楽 し さ もあ る 。

母 国語 で はな いか ら こそ 、 自分 の感 覚 にぴ った り

と合 う表現 が 見つ か っ た時 は、 喜 び もひ と しおで

あ る。 実 際 に学 生 に詩 を作 って も らう と、旅 先 な

どよ りも故 郷 の風 景 を テー マ に選 ぶケ ー スが 圧倒

的 に多 い。

(3)読 み 手 ・聴 き手 と共 有 で き る情 景 を テ ー マ

と して

以 上 の よ うな 、個 々 の思 い描 く情 景 を詩 に詠 む

た め の作業 には比 較 的時 間 を要 す るた め 、推 敲 を

必要 とす る学 生 には 随時 、次 の授業 時 まで の 課題

として提示す る。 授業時は、それ とは別 にもう一 つ、

比較 的 受講 生 の 問で 共有 しや す い見 慣 れ た情 景 を

こち らか らテ ー マ と して 指定 し、英 語 の詩 を作 っ

て も らう。 「桜 島」 「錦 江 湾 」 「キ ャ ンパ ス 」 な ど

といった例が挙 げられ るが 、形 式には こだわ らな い。

時 間的 な制 約 も あるた め 、英 語 で数 行程 度 の短 い

自由詩 を作 って も らう。

情 景 に対 す るイ メー ジや 経 験が 、 あ る程度 共 通

して い る場 合 、使用 す る単 語 も重 な る こ とが多 い

のが 特徴 で あ る。例 えば桜 島 は 、男 性性 や男 らし

さ(masculinity)の イ メー ジで 捉 え られ る ことが

多 く、 噴 火 して い る 時 は 機 嫌 が 悪 い状 態("bad

mood","badhumor")と 描 写 され る、 な どの例 が

挙 げ られ る。 また 、私 た ち を見守 って くれ る、 慰

めて くれ る といっ た擬 人化(personification)の 用

法 もよ く見 られ る。表 現 の近 似性 は 、語 彙 力 の限

界 と して 否 定 的 に捉 える ので は な く、 自分 た ちが

対 象 の事 物 に対 して感 覚 を共 有 で きる こ と、感 動

を分 か ち合 え る可能 性 の 証 と して、 肯定 的 に受 け

とめた い。 他者 の表 現 を容 易 に理 解 す る こ とが 出

来 れ ば 、 自分 で表現 して み よ う と思 うき っか け に

もな り得 るか らで あ る。

11感 情 を詠 む

(1)恋 愛 を詠 む 一直 喩か らメタ フ ァー まで 一

経 験 に基 づ いた情 景 を詩 に詠 む時 に は、個 人 の

経 験 はそ れ ぞれ 異 な るの で、 言葉 に表現 した事 の

細 部 を、他 者 に即座 に理解 して も ら うこ とは 困難

で ある。 しか し、 出会 いや 別 離 といっ た、 人 と人

との関わ りの 中で それ ぞ れが 相手 に抱 く感情 を詠

む こ とは、 各場 面や 時 代 は異 な って い て も、想 い

を共 有 しや す い普遍 的 な題 材 と して 詩作 に向 いて

い る と言 え る。 そ の 中で も、 恋愛 をテー マ とした

詩 は 、時代 を超 えて共 感 を呼び やす いよ うで ある。

恋 愛詩 は 、文 学史 上 にお いて はか な り初期 の時

代 の作 品で あ って も、 現代 の学 生 に とって抵 抗 な

く読 め 、宗 教詩 な どと比 べて 詩 人の 心情 が理 解 し

やす い ものが多い。例 えば、作 者不詳のバ ラッ ドは、

語 りの素朴 さが恋す る者 の気持 ちの理解 を容易 にし、

直接 的 な表 現 ゆえ に強 く聴 く者 に訴 えか ける魅 力

を 持 つ 。 そ うか と思 え ば 、 ジ ョン ・ダ ン(John

Donne,1572-1631)の 奇 想(conceit)に 富 んだ 恋

愛 詩 を授 業 で読 む と、 片想 いや失 恋 の苦 悩 、両 想

い の喜 びが 様 々な メ タ フ ァー に彩 られて 展 開 され

るた め 、そ の意 外性 に逆 に惹 き つ け られ る学生 も

多 い。例 え ば、有 名な"TheFlea"で は、 「蚤 は



先 ず 僕 の 血 を 吸 い 、 今 度 は 君 の 血 を 吸 う。 …

こ こ で 僕 等 は 結 婚 した 。 い や 、 そ れ 以 上 と言 え る 」

("Meitsuckedfirst,andnowsucksthee,/...Where

wealmost,naymorethanmarriedare.")と い う 表 現

に 多 く の 学 生 が 驚 き を 隠 さ な い し 、"AValediction:

ofWeeping"に お け る 「僕 の 涙 は 、 君 の 顔 が 鋳 造

す る も の 、 君 が 印 を 打 つ 。 君 は 造 幣 局 、 僕 の 涙 に

多 少 な り と も価 値 を与 え る 。 何 故 な らば 、僕 の涙 は 、

君 の 肖像 を 孕 ん で い る 。」("Forthyfacecoinsthem,

andthystamptheybear,/Andbythismintagetheyare

somethingworth,/Forthustheybe/Pregnantof

thee;")と い う 、 涙 の 鋳 造 の 比 喩 も 、 な か な か 通

常 で は 結 び つ け て 考 え に く い が 、 そ れ 故 に 読 む 者

の 記 憶 に 残 りや す い 。(1)
いにしえ

このよ う に古 か ら現代 まで の恋愛 詩 を詠 み 、そ

の表 現 技法 の 多様 性 に触 れ た あ と、今 度 は 自分 た

ち で作 って み よ う と学 生 に働 き か け る。 そ の 際 、

い きな り漠 然 と恋 愛 につ いて長 い詩 を詠 も う とす

る ので は な く、最 初 は言 葉 遊び や連 想 ゲー ム の よ

うな感 覚で 短 い文 を作 る こ とか ら始 め る と、 少 し

ず つそ の言 葉 を長 く して い くこ とがで き る。 実 際

の 授 業 で は 、 例 え ば シ ェイ ク ス ピ ア(William

Shakespeare,1564-1616)のRomeoandJuliet(1594)

に 出て くる ロミ オの 台詞 「恋 とは溜 息 の雲 と とも

に立 ち の ぼる煙 だ」("Loveisasmokemadewith

thefumeofsighs"(1.1.181))と いう暗喩(metaphor)

を ヒ ン トに 、 自分 た ちで"LoveisOO"に あて は

まる言 葉 を考 え て み る。 「恋 人 に あ う心 は 下校 す

る 生徒 の よ うに う き うき し」("Lovegoestoward

loveasschoolboysfromtheirbooks"(2.2.156))と

い った直 喩(simile)を 同 じよ うに 自分 たちで 作 っ

て みる、 な どの作 業 を取 り入れ る。②思 いつ いた文

を互い に紹介 し合 う と、結 構盛 り上が ることもある。

この よ うに、 片想 いや失 恋 といっ た恋 愛 に まつわ

る様 々な感 情 を英 語 で詩 に詠 む こと を、 身近 な行

為 と して捉 え 直す こ とで 、 よ り長 い詩 を作 る動機

づ け とす る こ とが出来 る。

(2)超 自然 的 世界 、 幻 想 的世 界 一詩 の 世界 に

入 る こと一

英 詩 を読 み 進 めて い く 中で、 学 生が 特 に解 釈 に

難解 さを感 じた り、戸 惑 いを示 す の は、宗 教 も含

め て 広 く超 自然 的 ま た は 形 而 上 的 な 世 界 を詠 ん だ

作 品 に 向 き 合 う 時 で あ る 。 宗 教 詩 に つ い て は 、 イ

ギ リ ス の 文 学 作 品 を 読 む に あ た っ て は 、 い つ の 時

代 の 小 説 や 詩 で あ っ て も 、 何 らか の 形 で キ リス ト

教 的 な 背 景 との 関 わ り を考 慮 せ ざ る を 得 な い の で 、

歴 史 的 な 出 来 事 を地 道 に確 認 し 、 勉 強 し な が ら解

釈 を 進 め て い く こ とが 必 要 不 可 欠 で あ る 。 中 世 か

らル ネ サ ン ス 、 王 政 復 古 以 後 帝 国 主 義 時 代 に 至 る

ま で 、 ひ と 口 にキ リス ト教 と い って も様 々な 政 治 的 ・

思 想 的 変 遷 が あ り 、 文 学 作 品 もそ の よ う な 流 れ に

大 き な 影 響 を 受 け て き た 。 詩 人 の 信 仰 生 活 の 内 面

に ま で 入 り込 む こ と は 出 来 な くて も 、 歴 史 を 学 ぶ

こ と で 、 詩 人 の 置 か れ た 立 場 をそ の 詩 に 読 み と る

こ と は 可 能 で あ ろ う 。

で は 、 ウ ィ リ ア ム ・ブ レイ ク(WilliamBlake,

1757-1827)の 幻 視 ・幻 聴 に基 づ い た 詩 に見 られ る

よ うに 、 詩 人 の 独 創 的 な 世 界 を詠 ん だ 詩 に 対 して は、

ど の よ う に 取 り組 む か 。 こ の 場 合 、 ロ マ ン派 の 詩

人 サ ミ ュ エ ル ・テ イ ラ ー ・コ ー ル リ ッ ジ(Samuel

TaylorColeridge,1772-1834)カ ミBiographiaLiteraria

(1817)で 提 唱 し た 「不 信 の 休 止 」(suspensionof

disbelief)と い う姿 勢 が 、 現 代 に お い て も 重 要 な

の で は な い か 。 す な わ ち 詩 を 読 む 際 、 そ の 詩 の 世

界 を 完 全 な も の にす る た め に 、 読 み 手 は 「そ の 言

葉 に 対 す る 不 信 の 念 を 自 ら進 ん で 停 止 さ せ る 」 こ

とが 必 要 だ とす る考 え で あ る 。(3)コー ル リ ッ ジ は 、

次 の よ う に 述 べ て い る。

InthisideaoriginatedtheplanoftheLYRICAL

BALLADS;inwhichitwasagreed,thatmy

endeavorsshouldbedirectedtopersonsand

characterssupernatural,oratleastromantic;yetso

astotransferfromourinwardnatureahuman

interestandasemblanceoftruthsufficientto

procurefortheseshadowsofimaginationthat

willingsuspensionofdisbeliefforthemoment,

whichconstitutespoeticfaith.(4)

自 ら意識 して 詩 的 世 界 を作 り出す とい う知 的 作 業 は、

お そ ら く 目 の 前 に あ る 日 常 世 界 の 出 来 事 に 囚 わ れ

が ち な 現 代 に お い て は 、 想 像 力 を 養 う上 で 重 要 な

こ と だ と言 え る 。



現 時 点で 、 意 図 して超 自然的 ・幻 想 的世 界 を英

語で 「詠む」 という取 り組 み には まだ至 って いない。

おそ ら く この よ うな 世界 を想 定 す る こ と自体 、か

な り努 力 と工 夫 を要 す るで あ ろ う。た だ 、ニ ュ ア

ンス と して は 少 々異 な るか もしれ な いが 、テ ー マ

と して 、例 え ば今 まで に 自分 が 見 た夢 の 中で 少 し

風変わ りで あった り非現 実的だ った もの を思 い出 し、

簡単 に英 語 で綴 って み る とい った提 示 の仕 方 をす

れ ば、 学生 に とって もあ る程 度 自分 の経験 と して

表現 す る ことが可 能で あ ろ う。

皿 音 を楽 しむ

(1)詩 を朗 読す る こ との 大切 さ 一 リズ ム お よ

び響 きの美 しさ を知 る ため に 一

文 学 の歴 史 は 、韻 文 の形 か ら始 ま る。韻 文 にお

い て は、小 説 の よ うな散 文 と違 い 、 内容 だ けで な

く 「音 」 と い う要 素 が 、聴 き手 も しくは受 け とめ

る側 に重要 な影 響 を与 え る。イ ギ リス 文学 史 上 に

お いて も、数 々 の古 代英 雄諜 や 武勇 物 語 は、韻 文

の形で語 り継がれ 、そ の リズムや音 の響 きによって、

内容 の荘厳 さや格 調 高 さ に輝 きが増 した。 印刷 技

術 が発 達 し、 やが て 文字 を通 して 人 々が様 々 な作

品 に大 量 に触 れ る よ う にな り、 さ ら に18世 紀 以

降散 文 が台 頭 して き た後 も、詩 が持 つ 「音 」 の効

果 は忘 れ られ る こ とな く受 け継 が れて き た。 イギ

リス にお いて 、桂 冠 詩 人 とい った称 号 が今 な お維

持 され て い るの も、 そ のよ うな 人 々 の詩 に対 す る

思 い を表 す もの であ ろ う。

以 上 の ことか らもわか るよ う に、詩 を詠 む とは

す な わ ち、 「音 」 の響 き を意識 す る とい う ことで

もあ る。 した が って 、授 業 の 中で英 語 の詩 を詠 む

とい う作業 を取 り入 れ る時 に は、必 ず 作 った 詩 を

学 生 自身 に朗 読 して も らう ことに して い る。 自分

の感 情 を表 出 させ た もの を、他 者(す なわ ち 詩 を

聴 く人)に ア ウ トプ ッ トした り、聴 き手が 目の前

に い る状況 で 、直 接 自分 の思 いを言 葉 と して 表現

す る こ とに抵 抗や 恥 ずか しさ を感 じる学 生 も、若

干 いる。顔 を見 て話 さな くて も様 々な手段 で コミュ

ニケー ションが取 れるよ うにな った現代 にお いて は、

この よ うなや りと りは学 生 に とっ て、戸 惑 いを感

じさせ る慣 れ な い行 為で ある のか も しれ な い。そ

こで 、学 生 が 朗 読 した後 には 、 必ず 他 の学 生 に 、

聴 いて感 じた こ と、共 感 で きた ことな ど何 らか の

コ メ ン トをす るよ う求 め て いる。 す る と、詩 を朗

読 した学 生 も、 自分 の詩 に対 して 友 人 たち が どの

よ うな受 け とめ方 を して くれ た のか わか り、表 現

す る こ との 意義 深 さ と喜 び を同時 に味わ い、 また

徐 々 に積 極 的 に朗読 す る よ う にもな る。 この よ う

な相 互 のや りと りは、 単 に本 人 が文 字 に した紙 媒

体 の もの を皆 で読 み 回す だ けの作 業 とは、 明 らか

に違 う効果 をもた らす もの で ある。

(2)韻 を踏 む 一英 語 の音 の響 き を楽 しみ な が

ら一

「音 」 を意 識 して英 語 の 詩 を 詠 む 時 、 まず は、

授業 で扱 う多 くの名詩に使 われ ている、脚韻(lhyme)

を 取 り入 れ て 短 い詩 を作 って も ら う。 二 行 連 句

(couplet)か ら始 め る と、 比較 的 作 りや す い。 さ

らに、 も う少 し知 恵 を絞 って 頭韻(alliteration)、

中間韻(intemalrhyme)を 試 み る と、英 語 の 「音 」

の響 きが 持 つ面 白さ に気 がつ く。 上 手 く いかな い

時 は、不 完 全韻(imperfectrhyme)に な って も構

わな い し、 逆 に続 け られそ うな時 は 、例 え ば十 四

行 詩(sonnet)の よ うに奇 数 行 と偶 数 行 で交 互 に

韻 を踏 ませ た り、男 性韻(masculinerhyme)や 女

性 韻(femininerhyme)に 挑 戦す る こ とも出来 る。

工 夫 が必 要 なの は、 脚韻 を意識 す る あ ま り、 詩

の 内容 の流 れが 不 自然 にな った り、 意 味が不 明 に

な らないよ うに各行 をつな げてい くとい う点で ある。

しか し、綺 麗 に脚韻 が 踏 め る単語 は な いか 、な ど

と言 葉 を あれ これ探 して い く作業 そ の もの に発 見

の面 白さが あ る と も言 え る ので 、可 能 な限 りそ う

い った時 間 を大 切 にす るの が理想 的 で ある。

(3)言 語 遊戯

ル イ ス ・キ ャ ロル(LewisCarroll,1832-1898)

や エ ドワー ド ・リア(EdwardLear,1812-1888)に

代 表 され るナ ンセ ンス 文 学 は、作 者 が 自 由 自在 に

言 葉 を操 り、言 語 に対 す る既 成 の概 念や 常識 を覆

した とい う点 で、文 学 史 上 にお いて 特異 な 出来 事

として位 置 づ け られて い る。 それ は 一方 で 、読 み

手 に多大 な解 釈 上 の 困難 を もた らす とい う可能 性

も孕 ん で いたが 、言 語 の戯 画 化 によ って 醸 し出 さ

れ る ラ ビリ ンスの 世界 は 、そ れ だ けで言 葉 自体 の



魔 力 を読 者 に気づ かせ る に十分 で あ った。

よ く知 られ て い るキ ャ ロル の 『不 思 議 の国 の ア

リス』(Alice'sAdventuresinWonderland,1865)や

『鏡 の 国 の ア リス』(ThroughtheLooking-Glass,

1871)で は、字謎 もしくは語句の綴 り換 え(anag㎜)、

沓冠 詩(acrostic)、 鏡文 字(mirrorwriting)、 わ け

の わか らな い言 葉(jabberwocky)な ど、奇 想 天外

な言語遊戯 の場面が次 々 と展 開される。キ ャロル は、

もと もとオ クス フォー ド大学 の数学 の教 師で あ り、

言葉 を幾何 学 的 に捉 え る こ とを得意 と した とされ

る が、 そ の意 味で 彼 の作 品 にお い て は、登 場 人物

た ち よ りもむ しろ言 葉そ の ものが 、物 語 の主 役 と

な って いる と言 って もよ いで あろ う。

授 業 で 、 これ らの 言語 遊戯 を試 み る こと を学生

に提 案 す る と、即 座 に模 倣す るの は難 しい とい う

印 象 を最初 は 持つ よ うで ある。 しか し実 際 に作 り

始 めて み る と、 例 えば"cloud"と い う単 語 をひ と

つ決 めて お いて 、各行 の頭 にそ れぞ れ"C-1-0-U

-d"の 文 字が 来 るよ うに しなが ら雲 に 関す る詩 を

考 え るな ど、 パ ズル の よ うな感 覚 で言 葉探 しを楽

しむ こ とが 出 来 る。 そ してや は り この場合 も、 自

分 が作 っ た詩 を無 言 で紙 に書 いて提 出 して も らう

の で はな く、 他 の人 に対 し、朗 読 して 聞か せ る と

い う こ とを実 践 して も らう。 自 ら声 に出 して 、他

者 に向 けて 語 る こ とに よ って初 め て、 詩 はそ の 人

自身の一 部 にな るの だ。

終 わ り に

以 上 述べ て き たよ うに、詩 とい う、 日常 生活 の

中 で はま だ特 殊 な ジャ ンル と思 わ れが ち な言 語表

現 の一 つ のス タイ ル を 、 あえて 英 国文 学講 読 の授

業 の 中で実 践 的 な形 で取 り入 れ る ことに よ り、結

果的 には名詩 とされ る多 くの作品 の 「読み 」や 「解

釈」 に役立 って い る と考 え る。 テ キス トを眺 めて

文字 を追 って い るだ けで は 、勉 強 して い る とい う

感覚 だ けが 働 いて しま い、詩 の本 当 の面 白 さを実

感 して も らい に くい。 また 文 学 史 上 にお いて は 、

数 え きれ な いほ どの 名詩 が存 在 す るた め 、そ れ ら

全 て を時代 ご とに逐 一鑑 賞 して い く時 間 は取 りに

くい。 だが 自分で 詩 を作 る ことは 、教 室で の 授業

とい う限 られ た時 間や空 間で な くて も可 能で あ る。

一 つ の言葉 の 意 味 を 自分 で捉 え直 し、 自分 に とっ

て最 もふ さ わ し い と感 じ られ る場 で そ の 言 葉 を使 う。

そ の よ う に して 創 り上 げ た 詩 を他 の 人 に 詠 み 聞 か

せ る こ とで 、 感 性 へ の 共 感 が 得 られ れ ば 、 講 読 の

授 業 で 詩 を 取 り上 げ る 「文 学 」 的 意 義 は 果 た せ た

と言 え る 。

英 語 を 、 勉 強 科 目で は な く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の ツ ー ル と して 捉 え る 、 と い う こ とが よ く言 わ れ る。

言 語 習 得 の た め に実 践 を重 視 す る昨 今 の 傾 向 に あ っ

て は 、 そ の よ う な 認 識 が 確 か に 必 要 か も しれ な い 。

しか し 、 そ れ を 認 め た 上 で 、 さ ら に そ の 先 に あ る

も の 、 す な わ ち 言 葉 そ の も の に 内 在 し 、 そ れ を 語

る 一 あ る い は 詠 む 一 者 に よ っ て 生 命 を 吹 き 込 ま れ 、

我 々 の 感 性 に 働 き か け る よ り本 質 的 な 「何 か 」 を

求 め る 姿 勢 も 、 と りわ け 文 学 の 授 業 で は 大 切 に し

た い も の で あ る 。 そ し て そ の よ うな 取 り組 み の た

め に 、 詩 は 最 適 な 環 境 を 与 え て くれ る と言 え る 。
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